
告

示

届
出
年
月
日

政
党
そ
の
他

の
政
治
団
体

の
名
称

略

称

本

部

の

所

在

地

代
表
者

の
氏
名

平
成
二
十
一
年
九
月

五
日

日に

本ほ
ん

共き
よ
う

産さ
ん

党と
う

共き
よ
う

産さ
ん

党と
う

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
四
丁
目
二
十
六
番
七

号

志
位

和
夫

平
成
二
十
一
年
九
月

八
日

社し
や

会か
い

民み
ん

主し
ゆ

党と
う

社し
や

民み
ん

党と
う

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
丁
目
八
番
一
号

福
島

瑞
穂

平
成
二
十
一
年
九
月

八
日

民み
ん

主し
ゆ

党と
う

民み
ん

主し
ゆ

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
丁
目
十
一
番
一
号

三
宅
坂
ビ
ル

鳩
山
由
紀
夫

平
成
二
十
一
年
九
月

九
日

公こ
う

明め
い

党と
う

公こ
う

明め
い

東
京
都
新
宿
区
南
元
町
十
七
番
地

山
口
那
津
男

平
成
二
十
一
年
九
月

九
日

新し
ん

党と
う

日に
つ

本ぽ
ん

日に
つ

本ぽ
ん

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
一
丁
目
七
番
十
一
号

四
階

田
中

康
夫

平
成
二
十
一
年
九
月

十
日

み
ん
な
の
党と
う

み
ん
な

東
京
都
千
代
田
区
隼
町
二
番
十
二
号
藤
和
半
蔵

門
コ
ー
プ
六
〇
六
号

渡
辺

喜
美

平
成
二
十
一
年
九
月

十
五
日

国こ
く

民み
ん

新し
ん

党と
う

国こ
く

民み
ん

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
丁
目
十
四
番
七
号

平
河
町
コ
ハ
セ
ビ
ル
三
階

亀
井

静
香

平
成
二
十
一
年
九
月

二
十
九
日

自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゆ

党と
う

自じ

民み
ん

党と
う

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
丁
目
十
一
番
二
十

三
号

谷
垣

禎
一

平成™˜年˜—月š—日 金曜日 第œ˜Ÿœ号官 報
第
二
条

登
記
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府

令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
神
奈
川
出
張
所
、金
沢
出
張
所
、

青
葉
出
張
所
、
港
北
出
張
所
、
戸

出
張
所
、
栄
出
張

所
及
び
旭
出
張
所
」
を
「
川
崎
支
局
、神
奈
川
出
張
所
、

金
沢
出
張
所
、
港
北
出
張
所
、
戸

出
張
所
、
旭
出
張

所
、
栄
出
張
所
、
青
葉
出
張
所
及
び
麻
生
出
張
所
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第

二
項
と
す
る
。

第
六
条
中
「
日
光
支
局
」
を
「
栃
木
支
局
、
日
光
支

局
」
に
、「
及
び
烏
山
支
局
」
を
「
、
烏
山
支
局
及
び
小

山
出
張
所
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

名
古
屋
法
務
局
一
宮
支
局
管
内
愛
知
県
犬
山
市
及

び
丹
羽
郡
に
属
す
る
地
域
内
の
登
記
事
務
は
、
名
古

屋
法
務
局
春
日
井
支
局
で
取
り
扱
わ
せ
る
。

第
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

津
地
方
法
務
局
熊
野
支
局
及
び
尾
鷲
出
張
所
の
管

轄
に
属
す
る
商
業
登
記
の
事
務
（
商
業
登
記
法
第
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
の
請
求
に
係
る
事
務

を
除
く
。）は
、
津
地
方
法
務
局
で
取
り
扱
わ
せ
る
。

第
三
十
二
条
第
三
項
中
「
山
鹿
支
局
」
の
下
に

「
、
阿
蘇
支
局
」
を
加
え
る
。

第
三
十
六
条
中
「
郡
山
支
局
及
び
二
本
松
出
張
所
」

を
「
郡
山
支
局
、
白
河
支
局
、
二
本
松
出
張
所
及
び
須

賀
川
出
張
所
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
第
二
項
を
削
る
。

第
三
条

船
籍
港
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
登
記
所
が
二
以

上
あ
る
船
舶
の
管
轄
登
記
所
を
指
定
す
る
省
令
（
平
成

十
七
年
法
務
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

神
奈
川
県
川
崎
市
の
区
域
を
船
籍
港
と
定
め
た
船

舶
の
登
記
の
事
務
は
、
横
浜
地
方
法
務
局
川
崎
支
局

が
取
り
扱
う
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
九
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
中
登
記
事
務
委
任
規
則
第
三
十
六
条
の
改

正
規
定

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日

二

第
一
条
の
規
定
、
第
二
条
中
登
記
事
務
委
任
規
則

第
二
条
、
第
六
条
、
第
十
七
条
及
び
第
四
十
五
条
第

二
項
の
改
正
規
定
並
び
に
第
三
条
の
規
定

平
成
二

十
一
年
十
一
月
二
十
四
日

三

第
二
条
中
登
記
事
務
委
任
規
則
第
十
八
条
の
改
正

規
定

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
二
十
二
号

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名
称
、
略
称
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
六
条
の
六
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

坂
田

桂
三

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
七
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

山
形
県
社
会
保
険
労
務
士
会

山
形
県
山
形
市
あ
こ
や
町
二
丁
目
三
番
一
号
錦
産
業
会

館
二
階

認
証
年
月
日

平
成
二
十
一
年
十
月
十
五
日

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
八
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

東
京
都
社
会
保
険
労
務
士
会

東
京
都
新
宿
区
新
小
川
町
八
番
九
号

認
証
年
月
日

平
成
二
十
一
年
十
月
十
六
日

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
九
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
原
資
格
国
と
し
て
外
国
法
事
務
弁

護
士
と
な
る
資
格
を
承
認
し
た
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

氏

名

イ
ー
バ
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ス
モ
ー
ル
ウ
ッ

ド

生
年
月
日

千
九
百
七
十
二
年
三
月
二
十
二
日

国

籍

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
十
号

不
動
産
登
記
規
則（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）

第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第
二
号
並
び
に

第
百
九
十
三
条
第
五
項
第
二
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
規

則
及
び
他
の
省
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並

び
に
不
動
産
登
記
規
則
第
二
百
三
十
八
条
第
五
項
第
二

号
、
抵
当
証
券
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
年
司
法
省
令
第
二

十
二
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
第
二
号
、
鉱
害
賠
償
登
録

規
則
（
昭
和
三
十
年
法
務
省
令
第
四
十
七
号
）
第
十
一
条

第
五
項
第
二
号
及
び
第
二
十
条
第
二
号
、
船
舶
登
記
規
則

（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
二
十
七
号
）
第
二
十
一
条
第

一
項
第
二
号
及
び
第
四
十
五
条
第
五
項
第
二
号
、
農
業
用

動
産
抵
当
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
二
十
九

号
）
第
三
十
六
条
第
五
項
第
二
号
並
び
に
建
設
機
械
登
記

規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
三
十
号
）
第
三
十
一
条

第
五
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
登
記
所
を
指
定

す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

登

記

所

指
定
の
効
力
が
生
ず
る
日

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二

十
四
日

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
一

年
法
務
省
令
第
四
十
二

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
横
浜

地
方
法
務
局
に
お
い
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
当
該
法
人
の
申
請
又
は

請
求
が
あ
っ
た
場
合
の
横

浜
地
方
法
務
局
川
崎
支
局

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二

十
四
日

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
一

年
法
務
省
令
第
四
十
二

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
宇
都

宮
地
方
法
務
局
に
お
い
て

取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
当
該
法
人
の
申
請

又
は
請
求
が
あ
っ
た
場
合

の
宇
都
宮
地
方
法
務
局
栃

木
支
局
及
び
小
山
出
張
所

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三

十
日

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
一

年
法
務
省
令
第
四
十
二

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
津
地

方
法
務
局
に
お
い
て
取
り

扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

当
該
法
人
の
申
請
又
は
請

求
が
あ
っ
た
場
合
の
津
地

方
法
務
局
熊
野
支
局
及
び

尾
鷲
出
張
所
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